
 

令和６年度三重県棚田サミット ～つなぐ・つながる・つなげる～ 

開催要領 

 

１ 開催目的                                      

棚田・千枚田のある山村部は、人口減少や高齢化等により担い手が確保できず、多くの 

地域で棚田の維持・保全が困難な状況となっている。 

しかしながら、美しい日本の原風景である棚田・千枚田は、食糧生産の重要な現場である 

  ことに加え、災害防止や水源涵養など多面的機能を有している。このため、先代から受け継 

がれてきた素晴らしい財産を次世代に引き継いでいくことが大変重要である。 

このような状況から、県内の棚田地域の関係者が一堂に会し、課題の共有や理解を深め 

合い、もって、山村文化の継承や山村地域の振興につなげることを目的として、本サミットを 

開催する。 

 

２ 開催日時                                                                                                                 

令和 7年１月１0日（金）１３時３０分から１７時００分まで 

 

３ 開催場所                                                                                                              

（１）基調講演・事例報告      三重県伊賀庁舎 ７階 大会議室（伊賀市四十九町２８０２） 

（２）現地視察・意見交換会    西山の棚田(三重県伊賀市西山) 

 

４ 開催内容                                    

(1)有識者による基調講演                                          (６0分) 

｢都市交流と大学生連携による持続可能な棚田保全と地域づくり｣ 

    一般財団法人日本グラウンドワーク協会 理事長 中里 良一 氏 

（２）事例報告➀「第 29回全国棚田（千枚田）サミット in上田」           （１0分） 

     西山集落協定 代表 重倉 純男 氏 

（３）事例報告➁「能登半島地震と能登豪雨による被害状況と復旧について」 

     白米千枚田愛耕会 堂下 真紀子 氏                            （２０分） 

 

５ タイムテーブル 

（１）基調講演    １３：４０～１４：４０（６０分）  

（２）報告➀      １４：４０～１４：５０（１０分） 

（３）報告➁   １４：５０～１５：１０（20分）  

      ※休憩（１０分）・移動（３０分） 

（４）現地視察    １５：５０～１６：２０（３０分）  

（５）意見交換会  １６：２０～１７：００（４０分） 

 



 

6 参集範囲 

   丸山千枚田（熊野市）・深野だんだん田（松阪市）・西山の棚田（伊賀市）関係者、各市担

当者、県庁・県事務担当者等 

 ※各棚田保存会につき、１５名を上限とさせていただきます。 

 

7 交通手段 

（１）千枚田荘（丸山千枚田）、松阪市飯南産業文化センター（深野だんだん田）から会場まで 

は貸し切りマイクロバスで移動していただきます。 

   ※各地の集合時間については、後日連絡いたします。 

（２）西山の棚田関係者の皆様におかれましては、伊賀庁舎へ直接集合をお願いいたします。 

 

8 参加費用 

    無料 

 

9  主催 

三重県 

 

10 問い合わせ先 

    三重県農林水産部 農山漁村づくり課 農村環境づくり班 

    奥坂、原 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


